
1                 北陸石仏の会々報 第７０号   2023/08/31             

 

不動尊堂の内部 

石造不動明王 

両刃の剣が施された奉納額 石造弘法大師 

大
國
神
社
の
不
動
尊
堂 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
小
松
市
茶
屋
町
の
梯
川
右
岸
に
、
大
国
主
命
を
祭
神
と
す
る
大
國
神
社
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
寛
永
元
年
に
犀
之
宮
社
と
し
て
創
建
、
文
政
二
年
に
七
面
大
明
神
を
相
殿

と
し
て
祀
り
、
明
治
初
頭
に
大
國
社
と
改
称
、
明
治
十
一
年
に
日
本
武
尊
を
境
内
末
社
に

祀
り
、
明
治
二
十
年
に
現
在
の
大
國
神
社
と
し
た
。
梯
川
改
修
工
事
に
よ
る
社
有
地
移
転

に
伴
い
平
成
十
年
に
現
在
地
に
遷
座
、
境
内
の
不
動
尊
堂
も
新
し
く
建
て
直
さ
れ
た
。 

不
動
尊
堂
の
創
建
は
犀
之
宮
社
よ
り
も
遥
か
に
古
く
、
安
徳
天
皇
時
代
の
養
和
元
年
と

伝
え
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
源
平
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
正
平
十
一
年
の
梯
川

氾
濫
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
が
、
後
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。 

 

祭
壇
に
は
三
基
の
厨
子
が
並
ん
で
お
り
、
中
央
の
厨
子
に
石
造
の
不
動
明
王
が
、
右
の

厨
子
に
石
造
の
弘
法
大
師
、
左
の
厨
子
に
木
造
の
観
音
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
堂
の
内
壁

に
は
不
動
明
王
の
持
物
で
あ
る
両
刃
の
剣
が
施
さ
れ
た
額
が
数
多
く
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

不
動
明
王
は
自
然
石
に
薄
肉
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
片
足
で
岩
を
踏
み
つ
け
る
躍
動
的
な

姿
で
あ
る
。
不
動
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
像
容
と
言
え
よ
う
。
お
不
動
様
を
な
で

る
と
病
気
が
治
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
石
の
表
面
は
磨
滅
し
て
光
沢
が
あ
る
。
特
に
眼
病

平
癒
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
参
拝
者
が
後
を
絶
え
な
い
。
毎
年
九
月
二
十
七
日
に
、

富
山
県
小
矢
部
市
西
町
の
高
野
山
真
言
宗
慈
光
院
の
住
職
に
よ
っ
て
護
摩
供
養
祭
が
行
わ

れ
て
い
る
。 
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福
井
県
の
庚
申
塔
め
ぐ
り 

 

日
本
石
仏
協
会
会
員  

堀 

富
子 

 

３
月
下
旬
に
、
現
在
青
面
金
剛
像
の
初
出
と
さ
れ
る
福
井
県
永
平
寺
町
松
岡
湯
谷
神
明

神
社
の
庚
申
石
祠
を
日
本
石
仏
協
会
会
員
と
調
査
を
行
っ
た
。 

調
査
に
あ
た
り
永
平
寺
町
教
育
委
員
会
の
方
々
、
北
陸
石
仏
の
会
副
会
長
の
滝
本
や
す

し
氏
に
多
大
の
ご
協
力
を
頂
き
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
調
査
前
後
に
、
福
井
県
内
所

在
の
ご
く
一
部
の
庚
申
塔
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。 

 ① 

神
明
神
社
（
永
平
寺
町
松
岡
湯
谷 
五
―
六
―
四
〇
二
一
） 

一
九
七
二
年
に
松
岡
町
教
育
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た 

『
松
岡
町
の
石
造
美
術
』 

に
よ

る
と
、
こ
の
正
保
二
年
（
１
６
４
７
）
の
庚
申
塔
は
、「
三
宝
荒
神
の
も
の
と
し
た
が
、(

中

略)
 

青
面
金
剛
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
る
以
前
の
尊
像
と
思
わ
れ
る｣
 

と
書
か
れ
て
お
り
、
日

本
最
古
と
さ
れ
る
承
応
二
年
（
１
６
５
３
）
神
奈
川
県
寒
川
神
社
の
青
面
金
剛
よ
り
六
年

早
い
造
立
で
あ
り
な
が
ら
、
文
化
財
指
定
に
は
な
っ
て
な
い
。 
今
回
は
そ
う
い
っ
た
経
緯

か
ら
、 

松
岡
町
教
育
委
員
会
の
方
々
や
地
域
の
関
係
者
の
方
、
以
前
に
調
査
さ
れ
た
滝
本

氏
と
約
十
名
で
調
査
を
行
っ
た
。 

 

石
祠
は
福
井
県
特
産
の
笏
谷
石
を
使
用
し
、
覆
屋
が
あ
る
の
で
状
態
も
良
く
、
前
扉
の

銘
文
が
照
明
を
当
て
る
と
は
っ
き
り
と
読
め
る
。 

 

正
保
四
年
丁
亥
三
月
吉
日 

 
 
 
 

 
 

 
 

為
現
世
安
穩 

 

ウ
ー
ン 

奉
供
養
庚
申
三
十
三
年
尊
像
刻
彫
安
置
作 

 
 
 
 

 
 

 
 

後
生
善
取
之 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

土
肥
勘
右
衛
門 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

石
祠
の
月
窓
か
ら
照
明
を
入
れ
、 

日
窓
は
手
が
す
っ
ぽ
り
入
る
大
き
さ
な
の
で
、
ス
マ

ホ
で
撮
影
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
庚
申
塔
は
、
石
祠
の
奥
壁
に
三
面
四
臂
の
青
面
金
剛
、

三
邪
鬼
、
二
猿
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
青

面
金
剛
は
切
れ
長
の
目
元
、
口
か
ら
牙

が
出
て
お
り
、
三
面
と
も
同
じ
険
し
い

表
情
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し

て
、
足
元
に
あ
る
三
邪
鬼
も
珍
し
い
。

そ
の
表
情
も
一
般
的
な
踏
ま
れ
て
苦

し
そ
う
な
表
情
の
邪
鬼
と
は
違
い
、
両

手
を
前
で
揃
え
、
礼
儀
正
し
く
、
お
と

な
し
い
表
現
で
あ
る
。
二
猿
は
そ
れ
ら

と
違
っ
て
、
顔
の
表
現
は
見
え
な
い
が
、

青
面
金
剛
に
向
け
て
合
掌
し
て
い
る

よ
う
で
、
右
に
配
さ
れ
て
い
る
猿
の
足

元
が
少
し
前
に
出
て
い
る
箇
所
に
、
表

現
豊
か
な
庚
申
塔
初
期
の
片
鱗
が
伺

え
る
。
全
体
的
な
印
象
は
、
寒
川
神
社

と
同
じ
く
三
尊
形
式
の
構
図
と
な
っ

て
お
り
、
後
年
に
見
ら
れ
る
猛
々
し
い

表
現
も
あ
る
が
、
彫
り
が
荒
く
、
平
面

的
に
も
思
え
る
。
た
だ
同
時
期
の
寒
川
神
社
に
あ
る
青
面
金
剛
と
比
較
す
る
と
、
細
部
ま

で
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
を
感
じ
た
。 

 

② 

前
山
庚
申
堂
（
同
住
所
） 

隅
丸
型 

明
暦
三
年
（
１
６
５
７
） 

前
山
庚
申
堂
へ
行
く
途
中
民
家
の
敷
地
に
石
棒
が
あ
り
、
こ
れ
は
庚
申
堂
再
建
の
際
、

堂
の
下
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

石
棒
か
ら
前
山
庚
申
堂
の
あ
る
「
天
王
山
」
と
よ
ば
れ
る
山
を
登
っ
て
い
く
と
、
普
段

な
ら
草
が
生
い
茂
る
道
な
き
道
だ
が
、
我
々
が
調
査
を
行
う
前
に
整
備
し
て
下
さ
り
、
あ

り
が
た
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
途
中
に
は
「
是
庚
申
ノ
地
ナ
リ 

宝
永
二
年
七
月
」（
１
７
０

５
）
と
あ
る
、
ひ
ざ
下
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。 
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前
山
庚
申
堂
は
、
天
王
山
山
中
に
あ
り
、

堂
の
手
前
に
あ
っ
た
狛
犬
も
土
肥
氏
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
、
庚
申
塔
は
笏
谷
石
で
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
庚
申
堂
に
は
「
猿
田
彦
大

明
神 

庚
申
堂
」
と
書
か
れ
た
木
札
が
掛
か
り
、 

日
月
、
一
面
二
臂
の
青
面
金
剛
、
邪
鬼
、
二

猿
の
庚
申
塔
が
あ
る
。
神
明
神
社
の
庚
申
塔

造
立 

（
正
保
四
年
）
か
ら
十
年
後
に
造
立 

(

わ
り
と
す
ぐ
！) 

な
の
に
、
作
風
が
か
な
り

違
っ
て
い
る
の
で
、
き
っ
と
石
工
が
違
う
の

で
あ
ろ
う
。
青
面
金
剛
は
剣
を
持
っ
た
二
臂

で
、
足
元
に
は
邪
鬼
、
そ
の
下
に
二
猿
が
配

さ
れ
て
い
る
。
二
猿
は
、
右
が
片
手
を
口
元

に
置
い
て
い
る
の
で
、
不
言
だ
と
思
う
が
、
左
の
猿
の
両
手
は
膝
に
揃
え
、
二
匹
と
も
お

行
儀
よ
く
正
座
し
て
い
る
。
一
面
の
青
面
金
剛
や
邪
鬼
、
二
猿
と
も
に
顔
の
表
情
は
風
化

し
て
消
え
た
の
か
、
今
で
は
わ
か
ら
な
い
。 

ま
た
銘
文
に
は
、 

 
(

右
面)

 

口
通
十
口
間
甲
申
之
地
也 

三
十
三
年
二
當
テ
御
礼
ヲ
納
入  

(

左
面)

捧
酒
事
山
木
ヲ
以
酒
料 

替
事 

干
時
明
暦
三
丁
酉
年 

土
肥
氏 

と
あ
り
、
土
肥
氏
が
庚
申
の
祀
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
神
明
神
社
の
石
祠
と
前
山
庚
申
堂
の
銘
文
の
一
部
に
あ
る 

「
三
十
三
年
」
に
つ

い
て
は
不
明
で
、
仏
式
法
要
の
節
目
を
意
識
し
て
造
立
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
名
前

も
土
肥
氏
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
講
中
で
は
な
く
、
個
人
で
造
立
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
あ
た
り
は
蓮
如
上
人
に
よ
る
浄
土
真
宗
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、 

と
教
育
委
員
会
の
方
が
話
さ
れ
て
い
た
。 

 

③ 

杉
杜
白
髭
神
社 

（
福
井
市
勝
見
二
―
一
六
） 

石
燈
籠
型 

神
社
は
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
の
東
、
足
羽
川
が
荒
川
に
分
か
れ
た
辺
り
の
県
道
五
号
線
沿
い
に

あ
る
。
庚
申
燈
籠
は
、
境
内
の
手
水
舎
の
す
ぐ
近
く
に
設
置
さ
れ
、
市
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
。
燈
籠
の
火
袋
に
「
庚
申
」 

銘
が
あ
り
、
竿
部
分
に
「
宝
暦
十
一
年
辛
巳
歳 

九
月
吉
祥
日
（
１
７
６
２
）
願
主
講
中
」
と
あ
り
、
竿
に
浮
彫
さ
れ
て
い
る
の
は
猿
か
と

思
う
が
、
手
よ
り
も
大
き
い
サ
イ
ズ
（
結
構
大
き
い
！
）
で
、
表
情
は
な
い
。
竿
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
表
現
が
面
白
い
。
ま
た
三
尸
が
悪
事
を
告
げ
口
す
る
た
め
に
天
へ
昇
っ
て

い
る
様
子
、
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う
だ
。 
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④ 

猿
ヶ
堂 

（
福
井
市
竹
生
町
） 

石
祠
型 

 

造
立
年
不
明 

猿
ヶ
堂
は
福
井
四
ケ
浦
線
竹
生
バ
ス
停
近
く
に
あ
り
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
に
建
立
さ

れ
た
自
然
石
の
「
霊
山 

猿
ヶ
堂
」 

か
ら
、 

急
な
階
段
を
上
が
る
と
遥
拝
所
が
あ
る
。
そ

こ
か
ら
は
道
が
な
く
、
落
ち
葉
が
積
も
る
林
の
山
を
登
っ
た
。 

急
な
坂
道
と
足
元
が
落
ち

葉
で
滑
り
や
す
く
、
木
の
枝
も
左
右
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
の
で
、
登
る
の
も
一
苦
労
。

息
を
切
ら
せ
な
が
ら
山
頂
に
上
が
る
と
、
開
か
れ
た
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
石
祠
が
あ
っ

た
。
石
祠
の
前
に
二
猿
が
、
前
後
に
ず
れ
て
左
右
に
置
か
れ
、
小
さ
な
耳
が
頭
の
上
に
あ

っ
て
ネ
ズ
ミ
に
も
見
え
る
。
ま
た
雌
雄
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
右
は
宝
珠
を
持
ち
、
左
は

子
猿
を
抱
い
て
お
り
、
猿
の
台
座
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
奉
」「
納
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
造

立
年
は
不
明
で
あ
る
。 

一
方
石
祠
の
上
に
鬼
瓦
の
よ
う
な

も
の
が
正
面
に
置
か
れ
、
紙
垂
も
新

し
い
。
石
祠
に
は
頑
丈
な
鍵
が
か
か

っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
扉
を
開
け

て
中
を
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。 

銘
文
は
扉
、
石
祠
内
と
も
に
見
当

た
ら
ず
、
６
セ
ン
チ
く
ら
い
の
日
窓

か
ら
覗
く
と
、
一
面
四
臂
の
青
面
金
剛
と
合
掌
し
て

い
る
二
猿
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
こ
ち
ら

も
笏
谷
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
石
祠
の
お
か
げ
で
状

態
は
良
い
。
石
祠
の
中
は
暗
い
た
め
、
月
窓
か
ら
照

明
を
当
て
、
日
窓
か
ら
な
ん
と
か
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ

を
入
れ
て
写
真
を
撮
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

青
面
金
剛
の
髪
型
は
螺
髪
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
顔
も
穏
や
か
で
あ
る
。
大
き
な
頭
の
わ
り

に
四
本
の
手
が
細
く
短
い
の
で
、
当
然
持
っ
て
い
る

持
物
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
ま
と
っ
て
い
る
衣
も

線
刻
だ
け
の
略
さ
れ
た
感
じ
な
の
で
、
全
体
的
に
稚
拙
な
感
じ
が
し
た
が
、
猿
ヶ
堂
は
山

の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
定
期
的
に
手
入
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

 

⑤ 

加
茂
神
社 

（
福
井
市
下
天
下
町
二
―
一
五
） 

神
社
は
福
井
市
の
西
、
猿
ヶ
堂
か
ら
志
津
川
を
渡
っ
て
車
で
５
分
と
か
か
ら
な
い
山
手

に
あ
り
、
庚
申
堂
は
社
殿
右
手
に
あ
る
。 

 

庚
申
塔
は
笠
付
角
柱
、
青
面
金
剛
一
面
四
臂
、
二
童
子
、
二
猿
、
二
鶏
で
、
青
面
金
剛

は
右
手
に
蛇
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
、
珍
し
く
猿
が
直
立
し
て
い
る
。 

 

猿
ヶ
堂
と
近
い
か
ら
か
、
青
面
金
剛
の
四
臂
と
螺
髪
の
髪
型
、
持
物
な
ど
は
同
じ
に
見 

え
る
こ
と
か
ら
、
関
連
性
が
あ
る
印
象
を
受
け
た
。
と
は
い
え
、
こ
ち
ら
の
青
面
金
剛
は

不
動
明
王
の
よ
う
に
厳
め
し
い
表
情
で
、
衣
は
立
体
的
に
彫
ら
れ
、
履
物
に
も
模
様
が
あ

る
細
か
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。 

 

脇
の
二
童
子
は
今
回
の
初
見
で
、
足
元
に
二

猿
、
二
鶏
を
配
置
し
、
青
面
金
剛
と
違
っ
て
こ

れ
ら
は
線
刻
の
よ
う
な
作
り
で
あ
る
。 

 

銘
文
は
「
元
禄
二
年
己
巳
天
令
月
吉
日 

（
１

６
８
９
）
仕
海
」
と
あ
る
が
「
仕
海
」
は
僧
侶

の
名
前
か 

 ⑥ 

天
台
宗
中
道
院 

（
鯖
江
市
長
泉
寺
町 

二
―
七
―
七
） 

 

中
道
院
は
南
北
に
流
れ
る
日
野
川
と
福
井
鉄
道
福
武
線
と
の
間
、
市
役
所
の
近
く
に
あ

り
、
天
台
宗
中
興
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
元
三
大
師
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
「
す
り
ば
ち

や
い
と
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
寺
院
で
あ
る
。 

 
今
回
ご
住
職
の
許
可
を
得
て
本
堂
前
に
あ
る
庚
申
堂
へ
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
堂

の
中
に
厨
子
が
あ
り
、
木
像
の
青
面
金
剛
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
一
面
六
臂
で
邪
鬼
を
踏

み
、
厨
子
横
左
右
に
小
さ
な
猿
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
も
並
ん
で
い
た
。 

 

ま
た
厨
子
の
横
に
は
「
防
火
之
仏 

庚
申
」
の
木
札
が
置
か
れ
、
延
命
や
厄
除
と
い
う
よ

り
、
防
火
除
け
の
祈
願
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
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調査途中、福井市西山光照寺跡にて記念撮影 

 

⑥ 

雨
乞
堂
庚
申
堂 

（
あ
わ
ら
市
滝
） 

庚
申
堂
は
北
陸
自
動
車
道
の
金
津
イ
ン
タ
ー
手
前
に
あ
る
。 

庚
申
塔
の
青
面
金
剛
は
一
面
六
臂
と
思
わ

れ
る
が
、
剥
落
し
て
お
り
、
銘
文
や
細
部
は

わ
か
ら
な
い
。
二
猿
が
正
面
を
向
い
て
左
右

に
正
座
し
て
い
る
の
が
な
ん
と
も
可
愛
か
っ

た
。
石
の
状
態
か
ら
当
初
は
路
傍
に
設
置
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
銘
文
が
な
い
の
が

残
念
で
あ
る
。 

 ⑦ 

春
日
神
社 

（
あ
わ
ら
市
沢
四
一
―
一
） 

神
社
は
戦
国
時
代
の
山
城
で
あ
っ
た
神
宮
寺
城
跡
の
東
、
山
裾
に
沿
っ
た
田
畑
の
細
い

道
沿
い
に
あ
る
。
石
祠
は
本
殿
裏
に
あ
り
、
日
窓
か
ら
覗
い
て
見
る
事
が
で
き
た
。
石
祠

の
奥
壁
に
は
、
青
面
金
剛
一
面
六
臂
、
三
猿
、
一
鶏
が
彫
ら
れ
、
青
面
金
剛
は
左
右
の
手

に
日
月
を
持
ち
、
三
猿
は
青
面
金
剛
の
足
元
に
不
聞
と
不
見
、
下
の
中
央
に
蓮
の
花
が
あ

り
、
不
言
と
一
鶏
を
蓮
の
左
右
に
配
置
し
て
い
る
珍
し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
青
面
金
剛
の

表
情
は
大
仏
の
よ
う
な
穏
や
か
さ
で
、
身
に
ま
と
っ
て
い
る
衣
が
鎧
の
よ
う
に
見
え
た
。

今
回
見
て
き
た
庚
申
塔
で
こ
の
三
猿
は
初
登
場
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
青
面
金
剛
の
下
に

三
猿
が
並
ん
で
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
青
面
金
剛
を
中
心
と
し
た
三
尊
形
式
を
意
識

し
て
い
た
の
か
、
猿
の
不
言
を
下
に
置
い
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

ま
ず
日
本
最
古
の
青
面
金
剛
だ
と
思
わ
れ
る
神
明
神
社
の
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
。
永
平
寺
町
教
育
委
員
会
、
関
係
者
の
方
々
及
び
石
仏
協
会

の
諸
先
輩
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
今
回
福
井
県
の
一
部
し
か
見
な

か
っ
た
が
、
庚
申
塔
の
数
が
少
な
く
、

石
祠
型
が
多
い
印
象
で
、
青
面
金
剛
な

ど
の
像
容
が
大
津
絵
の
影
響
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
。 

地
域
に
よ
っ
て
様
々
に
習
合
さ
れ
た

庚
申
塔
の
像
容
は
、
奥
が
深
く
、
私
自

身
ま
だ
ま
だ
知
識
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
少
な
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

石
仏
協
会
の
皆
さ
ま
に
教
え
て
頂
き
な

が
ら
、
見
識
を
広
げ
て
い
き
た
い
。 
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森
川
榮
次
郎
作
の
石
仏
新
知
見 

 

尾
田 

武
雄 

  

平
成
十
年
十
月
三
日
～
十
一
月
八
日
に
、「
ま
な
び
ピ
ア9

8
 I
n
 

と
な
み
」
共
催
で
砺
波

郷
土
資
料
館
・
砺
波
石
仏
の
会
が
主
催
し
て
「
第
二
十
二
回
郷
土
先
人
展 

千
体
の
石
仏

を
刻
ん
だ
明
治
の
名
工 
森
川
榮
次
郎
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
砺
波
地
方
に
は
石
仏
の
造

像
が
多
い
が
、
井
波
石
工
や
金
屋
石
工
の
製
作
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
で

も
特
出
し
て
た
く
さ
ん
の
石
仏
制
作
を
し
た
石
工
は
森
川
榮
次
郎
で
あ
る
。 

榮
次
郎
は
天
保
十
年(

一
八
三
九)
砺
波
郡
茶
木
村(

現
砺
波
市
茶
ノ
木)

の
谷
内
家
に
生

れ
た
。
幼
少
時
に
金
屋
村(

現
庄
川
町
金
屋)

の
石
工
榮
次
郎
へ
弟
子
入
り
し
、
石
工
と
し

て
の
腕
を
か
わ
れ
森
川
家
の
養
子
と
な
り
、
の
ち
に
二
代
目
榮
次
郎
を
襲
名
し
た
。
そ
の

仕
事
ぶ
り
は
実
直
謹
言
、
無
駄
な
こ
と
は
な
に
ひ
と
つ
し
ゃ
べ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
石
を
彫

る
こ
と
に
没
頭
し
て
い
た
と
い
う
。 

彼
の
彫
っ
た
石
仏
は
銘
の
明
ら
か
な
も
の
だ
け
で
も
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。 

明
治
一
七
年(

一
八
八
四) 

四
六
歳 

十
一
面
観
音
像
を
彫
る(
庄
川
町
西
野) 

一
八
年(

一
八
八
五) 

四
七
歳 

十
一
面
観
音
像
を
彫
る(

砺
波
市
秋
元
観
音
堂) 

〃
年( 

〃 
 
) 

〃 
 
 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

砺
波
市
太
田
万
福
寺) 

二
二
年(

一
八
八
九) 

五
一
歳 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

砺
波
市
東
別
所) 

二
三
年(

一
八
九
〇) 

五
二
歳 

十
一
面
観
音
像
を
彫
る(

砺
波
市
石
丸) 

二
七
年(

一
八
九
四) 

五
六
歳 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

砺
波
市
井
栗
谷) 

二
八
年(

一
八
九
五) 

五
七
歳 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

南
砺
市
東
城
寺
八
幡
社) 

二
九
年(

一
八
九
六) 

五
八
歳 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

南
砺
市
沖
神
明
社) 

三
一
年(

一
八
九
八) 

六
〇
歳 

十
一
面
観
音
像
を
彫
る(

南
砺
市
今
里) 

三
二
年(

一
八
九
九) 

六
一
歳 

不
動
明
王
像
を
彫
る(

庄
川
町
岩
黒
瓜
裂
清
水) 

こ
こ
に
あ
げ
て
あ
る
も
の
は
す
べ
て
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
砺
波

市
井
栗
谷
の
不
動
明
王
像
は
二
四
〇
セ
ン
チ
に
も
達
す
る
。
大
き
な
石
仏
に
だ
け
銘
が
人

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
多
く
の
無
記
名
の
聖
徳
太
子
像
や
地
蔵
像
が
あ
り
、
一
生
に

制
作
し
た
石
仏
は
千
体
に
も
達
す
る
と
い
う
。 

明
治
三
六
年(

一
九
〇
三)

四
月
五
日
、
家
族
・
弟
予
た
ち
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
六
五

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
墓
碑
に
よ
る
と
、
亡
く
な
る
前
日
に
彼
の
彫
っ
た
聖
徳
太
子
が
汗

を
流
し
て
い
る
の
を
家
人
が
気
つ
き
、
奇
異
な
こ
と
と
思
っ
て
い
た
。
す
る
と
翌
日
、
榮

次
郎
は
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
眠
る
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。 

彼
の
彫
っ
た
石
仏
は
、
現
在
も
庄
川
町
は
も
と
よ
り
砺
波
地
方
に
広
く
分
布
し
、
人
々

の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
一
生
を
信
仰
に
生
き
、
石
仏
を
彫
る
こ
と
で
そ
の
信
仰
を

人
々
に
広
め
、
な
お
か
つ
目
分
の
信
心
を
深
め
た
人
で
あ
っ
た
。
墓
は
「
紀
元
二
千
五
百

九
十
四
年
八
月
建
之
」
と
あ
り
昭
和
九
年
八
月
に
三
代
目
森
川
栄
吉
、
分
家
太
七
、
仝
辰

蔵
が
建
立
し
て
い
る
。 

千
体
の
石
仏
を
彫
っ
た
と
さ
れ
る
榮
次
郎
で
あ
る
が
作
者
名
の
あ
る
石
仏
は
十
体
し
か

確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
二
体
の
銘
の
あ
る
石
仏
を
確
認
し
た
の
で

報
告
し
た
い
。 

①
阿
耨
観
音 

（
砺
波
市
庄
川
町
小
牧
） 

銘
文
に
は
「
明
治
十
八
年
九
月
建
之
」

「
彫
工
森
川
栄
次
郎
」
と
あ
る
。
高
さ
八

十
一
セ
ン
チ
、
幅
六
十
九
セ
ン
チ
で
、
や

や
小
ぶ
り
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
で
あ
る

の
で
、
榮
次
郎
四
十
七
歳
で
、
砺
波
市
秋

元
観
音
堂
に
あ
る
十
一
面
観
音
、
同
市
太

田
萬
福
寺
の
不
動
明
王
立
像
と
同
時
期

に
造
像
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
小
牧
集
落

の
南
部
の
小
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
阿

耨
観
音
は
珍
し
く
、
三
十
三
観
音
の
一
つ

で
、
姿
勢
は
、
岩
の
上
に
す
わ
っ
て
海
を

見
る
姿
勢
が
描
か
れ
る
。
阿
耨
は
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
で
清
涼
の
池
と
い
う
意
味

で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の
北
側
に
あ
る
想
像
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上
の
澄
ん
だ
大
池
で
、
八
功
徳
水
（
は
っ
く
ど
く
す
い
）
で
満
た
さ
れ
と
い
う
。
水
難
の

禍
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
建
設
当
時

は
東
洋
一
と
い
わ
れ
る
小
牧
ダ
ム
が
あ
る
。
ち
な
み
に
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
近
く
に
「
明

治
四
辛
未 
石
工
井
波
七
次
郎
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
い
釈
迦
如
来
坐
像
が
お
堂
に
鎮
座
し

て
い
る
。 

②
聖
観
音
（
砺
波
市
石
丸
神
明
宮
前
） 

銘
文
に
「
明
治
二
十
四
年
六
月
中
旬
建
之
」
「
石
工
森
川
榮
次
郎
」「
世
話
人
若
連
中
」

と
あ
る
。
神
明
宮
前
の
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
お
堂
に
鍵
が
か
か
り
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
。
初
め
か
ら
お
堂
に
入
っ
て
い
た
の
か
、
保
存
状
態
は
す
こ
ぶ
る

良
好
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
周
辺
に
は
真
宗
地
帯
に
は

珍
し
い
題
目
塔
が
あ
り
、
名
号
塔
、
南

無
釈
迦
牟
尼
仏
塔
や
寛
政
六
年
の
銘
が

入
る
丸
彫
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
あ
る
。 

  

   

立
山
町
谷
口
の
恵
比
寿
さ
ま 

 

平
井 

一
雄 

 

富
山
県
立
山
町
谷
口
、
旧
谷
口
小
学
校
隣
接
「
忠
魂
碑
」
前
の
池
庭
（
池
泉
庭
園
）
に

恵
比
寿
石
像
が
あ
り
ま
し
た
。
富
山
県
呉
西
、
小
矢
部
市
に
一
基
・
砺
波
市
に
二
基
の
恵

比
寿
石
像
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
呉
東
で
は
初
め
て
で
す
。 

像
容
は
釣
り
竿
は
持
た
な
い
が
烏
帽
子
姿
で
左
脇
に
鯛
を
抱
え
て
い
る
『
増
補
諸
宗
佛

像
髄
』「
七
福
神
」
の
恵
比
寿
像
に
そ
っ
く
り
で
す
。
鯛
に
は
ウ
ロ
コ
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

常
願
寺
川
石
工
を
調
べ
て
お
ら
れ
る
富
山
石
文
化
研
究
所
代
表
の
古
川
友
明
さ
ん
は
文

献
・
伝
承
は
な
い
が
常
願
寺
川
石
工
の
牧
喜
右
衛
門
の
作
風
が
あ
る
。
台
座
な
ど
に
銘
文

は
な
い
か
詳
し
く
調
べ
て
見
た
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 
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北
陸
石
仏
の
会
第
64
回
例
会
報
告 

 
 

―
富
山
県
上
新
川
郡
大
庄
村
と
太
田
村
の
石
仏
め
ぐ
り
― 

 

宮
内 

七
生 

  

五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
今
回
の
例
会
で
は
、
富
山
市
南
部
旧
大
山
町
地
域
（
上
滝

駅
周
辺
）
の
石
仏
を
巡
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
常
願
寺
川
と
（
下
流
で
神
通
川
と
合
流

す
る
）
熊
野
川
に
挟
ま
れ
た
扇
状
地
で
、
か
つ
て
は
常
願
寺
川
の
氾
濫
や
安
政
五
年
の
地

震
に
伴
う
大
洪
水
、
疫
病
の
流
行
な
ど
に
よ
り
度
々
被
害
を
受
け
て
お
り
、
多
く
の
水
神

塔
や
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
立
山
へ
向
か
う
旧
立
山
街
道
筋
に
も
多
数
の

石
仏
が
安
置
さ
れ
、
今
回
の
見
学
会
で
も
多
種
多
様
な
石
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

初
め
に
向
か
っ
た
花
崎
の
共
同
墓
地
に
は
地
蔵
像
や
六
道
供
養
塔
が
、
続
い
て
訪
れ
た

花
崎
十
字
路
付
近
の
路
傍
に
は
笠
付
円
盤
型
の
准
胝
観
音
像
や
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
像
、
馬

頭
観
音
像
な
ど
多
く
の
石
仏
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
准
胝
観
音
像
は
円
盤
の
縁
に
光
明
真

言
が
彫
ら
れ
、
笠
を
入
れ
る
と
一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
立
派
な
も
の
で
、
馬
瀬
口
村
の
石
工
・

甚
右
エ
門
の
作
で
あ
る
そ
う
で
す
。
断
食
中
の
痩
せ
た
阿
弥
陀
の
姿
で
、
宝
蔵
菩
薩
と
も

称
さ
れ
る
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
像
は
、
浄
土
真
宗
の
門
徒
が
多
い
富
山
県
で
特
に
多
く
見
ら

れ
、
旧
大
山
町
地
域
内
で
も
立
山
街
道
沿
い
を
中
心
に
数
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
造

の
阿
弥
陀
如
来
座
像
も
お
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

小
原
屋
公
民
館
近
く
の
路
傍
に
地
蔵
像
、
如
意
輪
観
音
像
が
あ
り
、
付
近
の
お
堂
に
は

木
造
の
麻
耶
夫
人
像
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
像
は
夫
人
の
脇
か
ら
釈
迦
が
誕
生
し

た
場
面
が
表
現
さ
れ
、
富
山
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

田
畠
公
民
館
横
に
は
如
意
輪
観
音
像
と
地
蔵
像
が
納
め
ら
れ
た
お
堂
の
隣
に
笠
付
円
盤

型
庚
申
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
続
い
て
訪
れ
た
善
名
の
勝
光
寺
跡
に
は
、
地
蔵
像
、

聖
観
音
像
、
如
意
輪
観
音
像
の
ほ
か
、「
六
十
六
部
供
養
塔
」
や
三
十
基
ほ
ど
の
墓
標
な
ど

が
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
勝
光
寺
は
明
治
三
年
の
富
山
藩
合
寺
令
に
よ
っ
て
光
厳
寺
に

合
併
さ
れ
、
明
治
十
二
年
に
は
復
興
し
た
も
の
の
昭
和
後
期
に
廃
寺
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

善
名
の
准
胝
庵
跡
に
は
現
在
、
小
さ
い
お
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
長
年
荒
廃
し
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
近
年
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
周
辺
に
は
、
金
剛
界
大
日
如
来
座

像
が
彫
ら
れ
た
三
界
万
霊
塔
、
霊
場
供
養
法
華
塔
、
大
乗
妙
典
塔
、
地
蔵
像
、
長
谷
式
十

一
面
観
音
像
、
無
縫
塔
な
ど
数
多
く
の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一

基
で
あ
る
光
背
型
庚
申
塔
に
は
「
寛
保
三
」
年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
造
立

年
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
は
富
山
県
内
で
四
番
目
に
古
い
庚
申
塔
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
勝
光
寺
も
准
胝
庵
も
往
時
の
姿
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
も
多
く
の
石
仏

や
墓
標
が
残
っ
て
い
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。 

 

下
番
公
民
館
の
裏
手
に
は
、
笠
付
円
盤
型
で
三
如
来
（
右
か
ら
阿
弥
陀
如
来
、
金
剛
界

大
日
如
来
、
釈
迦
如
来
）
が
並
ぶ
石
造
物
や
自
然
石
の
文
字
塔
「
ふ
動
明
王
尊
」
な
ど
複

数
の
石
仏
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
数
少
な
い
氷
見
の
薮
田
石
で
つ
く
ら
れ
た

半
跏
地
蔵
像
は
本
来
、
神
社
の
御
神
体
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
は
西
番
の
個
人
宅
に
許
可
を
い
た
だ
い
て
伺
い
、
笠
付
角
柱
型
の
堅
牢
地
神
像

と
不
動
明
王
像
を
拝
観
し
ま
し
た
。
洪
水
の
被
害
を
度
々
受
け
て
い
た
地
域
で
、
所
有
者

が
家
を
建
て
る
際
に
建
て
た
そ
う
で
す
が
、
全
国
的
に
見
て
も
地
神
の
石
造
物
は
珍
し
い

そ
う
で
す
。 

 

続
い
て
、
西
番
の
路
傍
に
あ
る
道
祖
神
の
文
字
塔
や
巨
大
な
笠
付
円
盤
型
庚
申
塔
、
地

蔵
像
の
三
基
を
訪
れ
、
そ
の
後
は
西
番
北
口
バ
ス
停
の
近
く
の
観
音
堂
を
拝
観
し
ま
し
た
。

管
理
者
の
方
か
ら
許
可
を
い
た
だ
い
て
中
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
常

願
寺
川
近
く
の
旧
街
道
（
立
山
街
道
）
沿
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
石
仏
を
こ
の
お
堂
に
集

め
た
そ
う
で
、
木
造
の
釈
迦
如
来
座
像
と
木
造
の
弘
法
大
師
像
、
そ
し
て
三
十
九
体
の
西

國
三
十
三
か
所
観
音
な
ど
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
西
番
の
中
村
神
明
社
の
近
く
の
お
堂
に
は
十
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
中
央
の

箱
型
の
石
塔
に
は
難
陀
龍
王
と
跋
難
陀
龍
王
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
准
胝
観
音
像
が
精
緻
に

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
に
は
三
十
基
ほ
ど
の
中
世
石
造
物
群
が
あ
り
、
異
な
る
年
代

に
つ
く
ら
れ
た
一
石
五
輪
塔
な
ど
の
中
世
墓
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

城
村
で
は
近
年
廃
寺
と
な
っ
た
東
陽
庵
の
隅
の
祠
に
石
造
の
火
天
像
が
納
め
ら
れ
て
お

り
、
元
は
立
山
街
道
の
路
傍
に
安
置
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
最
後
に
訪
れ
た
の
は
石
屋
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西番旧道沿いの石仏前にて記念撮影 

西番の准胝観音 城村東陽庵の火天 

花崎の 

五劫思惟阿弥陀 

西番鉄心寺の 

鎮宅不動 

石屋省山寺の 

火天 

善名勝光寺跡の 

地蔵 

善名の庚申塔の三猿に雌雄 

の
省
山
寺
で
、
か
つ
て
あ
っ
た
清
源
寺
が
富
山
へ
移
転
し
た
後
に
建
て
ら
れ
た
寺
で
、
近

年
無
住
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
近
く
の
小
祠
に
は
木
造
の
牛
頭
天
王
と
石
造
の
火
天
像
が

納
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
見
て
も
火
天
の
石
造
物
が
少
な
い
中
、
近
隣
に
二
体
の
火

天
像
の
作
例
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
珍
し
い
そ
う
で
す
。
今
回
の
例
会
を
通
し
て
、
旧
大

山
町
地
域
内
で
多
く
見
ら
れ
た
円
盤
型
の
大
き
な
石
仏
は
、
今
ま
で
私
が
見
て
き
た
舟
形

の
観
音
像
や
阿
弥
陀
像
、
庚
申
塔
な
ど
と
異
な
り
、
装
飾
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
風
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

 

私
自
身
は
初
め
て
例
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
春
の
あ
た
た
か
な
陽
気
の
中
で
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
大
山
歴
史

民
俗
研
究
会
の
会
員
の
方
や
東
京
か
ら
の
参
加
者
が
お
り
、
総
勢
十
四
名
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
立
ち
入
れ
な
い
場
所
に
も
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
細

や
か
に
彫
り
込
ま
れ
た
立
派
な
石
仏
や
木
造
彫
刻
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
滝
本
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

北
陸
石
仏
の
会
第
64
回
例
会
の
感
想 

 

大
久
保 

修 

 

朝
早
く
か
ら
の
車
で
の
見
学
会
な
の
で
た
く
さ
ん
の
石
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
石
仏
協
会
で
は
、
江
戸
時
代
が
主
で
し
た
か
ら
、
対
象
が
現
代
を
含
む
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
東
京
に
帰
っ
て
き
て
見
学
会
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
面
白
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
錫
杖
を
左
手
で
持
つ
地
蔵
、
青
面
金
剛
の
三
猿
の
座
り

方
が
中
央
の
猿
は
、
あ
ぐ
ら
、
両
脇
は
、
女
座
り
を
す
る
猿
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
雌

雄
の
違
い
を
示
す
像
は
、
珍
し
く
な
い
が
今
回
の
彫
り
方
で
雌
雄
の
区
別
を
し
た
の
は
は

じ
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
以
降
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
。 

は
じ
め
て
み
た
石
仏
は
、
断
食
修
行
中
の
阿
弥
陀
で
や
せ
て
お
り
、
五
劫
思
惟
阿
弥
陀

と
言
う
よ
う
だ
。
石
仏
に
金
泥
を
塗
る
の
も
は
じ
め
て
み
た
。
鎮
宅
不
動
・
火
天
も
は
じ

め
て
み
た
。 
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善隆寺の線刻不動明王 

 
 
 
 

 
 
 

北陸石仏の会 第６５回例会 
 

―金沢市の不動明王めぐり― 
令和５年１０月１５日(日) 

 

参 加 費：２５００円（ガソリン代、資料代等） 

集合場所：①ＪＲ砺波駅南口…………７時３０分 

②ＩＲ東金沢駅東口………８時１０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

※感染対策を行い、乗用車に相乗りします。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和５年９月２９日(金) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

 

見学予定  

◎金沢市柳橋町 市杵嶋神社 

◎金沢市鳴和町 鳴和滝不動尊 

◎金沢市常盤町 常盤滝不動尊 

◎金沢市宝町 馬坂不動尊 

◎金沢市大桑新町 大桑不動尊 

◎金沢市法島町 法島不動尊 

◎金沢市清川町 清川不動尊 

◎金沢市寺町１丁目 浄土宗永福寺 

◎金沢市寺町３丁目 日蓮宗善隆寺 

◎金沢市長田３丁目 三尊ケ池不動尊 

◎金沢市円光寺２丁目 曹洞宗覚心院 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 


